【総合工事業】


職種：建設営業　　職務：建設営業実務

【概要】
市場や顧客の事業に関する情報を収集し、自社設計や技術提供などにより構築物の企画と積算業務による見積書による価格として受注に向けた提案を行う職務。

営業目標に対する活動の計画と実績を確認し、受注に対する精度向上を目指し、受注物件においては適切な契約を行う職務。

【仕事の内容】

受注、売上高、完成工事高の目標を達成するための営業活動について、顧客・案件別に経営資源を効率的・効果的に活用できるような活動計画を立案し、自らがもしくは組織的に活動する仕事をおこなう。

日常的な活動のなかで顧客との関連づけを強めながら、顧客データや事業計画情報を収集し常に他社に先行したアプローチをはかることを通じ、自社の営業上の付加価値創造の役割も負う。顧客管理の仕組みに従い、受注を目指した販売促進、企画設計、積算、見積り金額の決定や与信管理、顧客への完成引渡しを保証する仕事もおこなっている。工事受注に関しては工事部門への物件引継ぎを行う契約管理、顧客と自社の目標を達成させる事業対応などの仕事を行う。

【求められる知識・経験】

１）総合工事業「建設営業実務」の仕事を行うための学歴要件や必要最低経験年数はないが、マーケティング、計数管理、統計的な手法、問題解決能力、関連法規、知的財産、経営管理の知識が総合的に必要となるので、経営、経済、商学、経営工学の学科を修了していることが望ましい。

２）顧客への営業活動において要求事項を把握する上で、建設物に対する基本的な知識は必要なので、生産現場で施工技術などに触れられる経験があることが望ましいが、社内研修及び外部研修で基本的な知識を習得することが必要になる。

３）営業情報収集と活用、営業技術、新規開拓・既存客囲い込みのなどの実践的な営業活動の知識が必要になる。

４）事業者と生産部門との調整をとり、顧客からの信頼をより向上させるために部門への適切な報告･連絡･相談が行える能力と対人関係築き上げる行動規範が重要となる。

５）今後の総合工事業のでは請負った工事を円滑に運営・管理するだけではなく、さまざまな提案を行うことで顧客要求事項をより明確にし、顧客満足を向上させる活動が期待されている。
【関連する資格・検定等】

・建設業経理事務士（一級、二級）

・宅地建物取引主任者

　　　　　　　　　　等

【労働省職業分類（小分類）との対応】

０５建築・土木・測量技術者　　０５１建築技術者　０５２土木技術者　０５３測量技術者

３３販売類似の職業　　　　　　　３３１不動産仲介・売買人







